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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所
事業計画書

委員会名:
おまつり委員会
委員長名:
丸山　司
事業名:

14長岡JC神輿渡御「一心」
文書名:

14宵宮事業ス協4
文書作成者:
白瀬　辰次
作成日:

平成26年5月8日
室長確認日:
平成26年5月8日


【事業要綱】
1. 事業実施に至る背景

一般社団法人長岡青年会議所(以下、「長岡JC」とする)は創立以来、戦災復興祭が起源である長岡まつりにその時代ごとに形を変えながら郷土長岡の活性、そして発展に熱い想いを持ち参画して参りました。今後も繋がれてきた熱い想いを持ち、長岡まつりの意義を市民の皆様に伝え、更なる郷土長岡の活性のために市民の皆様と一心となり、誇りある長岡まつりを盛大に盛り上げていく必要があります。

2. 事業目的(対外)

一般参加者に長岡まつりの起源が戦災復興祭であることを改めて伝え、慰霊と復興の想いを持って一心となり、安全で楽しく魅せる長岡JC神輿渡御で、長岡まつりを厳粛且つ盛大に盛り上げることを目的とします。
3. 事業目的(対内）
長岡JCメンバーは、市民の皆様と長岡JC神輿を共に担ぎ、誇りある長岡まつりを盛大に盛り上げることで郷土愛を深め、永続的に郷土長岡の活性、発展を目指すことを目的とします。
4. 事業の対象者

(1) 対外対象者：一般市民
(2)対内対象者：長岡JCメンバー


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:平成26年8月1日(金)
(2)実施時間:渡御予定時間20:50～22:00

(3)設営時間:15:00～23:00
2. 実施会場

(1) 会場名　　: アオーレ長岡
渡御ルート：長岡市大手通り周辺
３．参加員数計画並びに参加推進方法

（1）対外対象者

一般参加者担ぎ手260人

合計  260人

（2）対内対象者

スタッフ　　　　　　15名

　委員会メンバー　　　15名　　　　　（平成26年4月23日現在）
長岡JCメンバー　　135名
事務局員　　　　　 　1名　　　　　　　　　　
合計  166人

（3）参加推進方法

①　例会、各委員会にてPRします。
2 テレビ、ラジオ局にてPR活動をします。

3 市政だよりや情報誌に掲載して頂きPRします。

4 昨年参加された一般参加者へハガキを送り案内文にて参加を呼び掛けます。
5 ポスター掲示でPR活動をします。
6 各種団体、グループに参加を呼び掛けます。
7 フェイスブックを利用し、長岡JC神輿への興味を持っていただきます。
４．外部協力者（協力種別）

・長岡まつり協議会

・長岡市まつり振興課
・長岡神輿協議会
　５．引用著作物の有無

　無し　

６．実施組織

（1）役割分担表

　　【事前役割】

	項　　目
	担　　当　　者

	統括責任者
	丸山司委員長

	統括責任者補佐
	小林大輔副委員長、大川俊泰副委員長

	チーフ
	白瀬辰次

	サブチーフ
	小林正人、○和田雅史

	案内配信・出席確認
	高橋渉

	会場手配
	高橋渉

	各業者打合せ・発注
	高坂英義会計幹事

	安全対策班　
	◎佐藤和哉、佐藤義治、○遊座将己、森山芳彦、栗林巧、
金山泰

	ＰＲ・担ぎ手リスト班
	◎丸山一弥、○佐々木悠、飛永賢樹、涌井祐二、山子文孝
関光太、伊部貴成

	神輿組立・提灯班
	小谷松蔵人、◎石橋智宏、○小柳渉、中川正和、田中重良、

三浦真人、岡田崇

	備品・会場レイアウト班　
	◎中野和砂、○西脇宏、
細川一彦、田中智積

	担ぎ指導　検証班　
	小谷松蔵人、石橋智宏、◎中村嘉則

	タイムテーブル作成　
	◎吉川浩司、北原潤一


【当日役割】

	項　　目
	担　　当　　者

	統括責任者
	丸山司委員長

	統括責任者補佐
	小林大輔副委員長、大川俊泰副委員長

	チーフ
	白瀬辰次

	サブチーフ
	小林正人

	受付会場設営
	おまつり委員会メンバー全員

	出席確認
	高橋渉

	会計
	高坂英義会計幹事

	半纏貸出・荷物預かり
	◎吉川浩司、○和田雅史、森山芳彦、栗林巧、金山泰
小柳渉、中川正和、田中重良、三浦真人、関光太、伊部貴成

	警備
	警備会社（北越警備保障）2名　

	渡御中　荷物番　
	○西脇宏

	神輿搬入・搬出 
	搬入：既存メンバー10名
搬出：4名

	神輿搬入指示
	搬入業者（石橋建設）2名

	【卒業生写真撮影】
23名
	撮影業者（井上スタジオ）１名
卒業生誘導　新入会員全員

	宮司誘導　
	蒼柴神社　永井禰宜
岡田崇

	理事長お付き
	遊座将己

	備品確認・管理
	中村嘉則◎中野和砂、北原潤一、佐々木悠、○飛永賢樹、涌井祐二、山子文孝、細川一彦、田中智積

	備品撤収
	おまつり委員会メンバー

	安全対策 担ぎ方説明
	◎丸山一弥、小谷松蔵人、石橋智宏

	案内看板
	◎佐藤和哉


【神輿運行役割】
	仕切り人
	丸山司委員長

	仕切り人補佐　
	小林大輔副委員長、髙坂英義会計幹事

	先導
	白瀬辰次

	筒先人
	村田靖直前理事長、佐田直人理事長、丸山清貴監事、

渡辺茂治副理事長、五十嵐陽平副理事長、深見太朗副理事長、大石慶太郎専務理事、髙頭明紀夫事務局長、中村徹室長、
高橋一貴室長、吉原章一、竹中進介、長谷川章、六車慎一郎

	筒先人補佐
	丸山一弥、佐藤和哉、佐藤義治、小林正人、石橋智宏
中村嘉則、吉川浩司、関光太、伊部貴成、細川一彦、田中智積

	担ぎ手誘導・盛上げ班
	◎佐藤和哉、ＪＣメンバー全員、新入会員全員

	神輿制御役　　
	◎小林正人、○和田雅史、涌井祐二、山子文孝

	高張提灯　　　
	〇小森葉子、位下彩子

	仕切り台　　　
	森山芳彦、栗林巧、金山泰

	馬　　　　　　
	小柳渉、中川正和、田中重良、三浦真人

	リヤカー　　　
	佐々木悠、○飛永賢樹

	後方責任者
	大川俊泰副委員長

	荷物預かり
	北原潤一、○西脇宏

	記録
	中野和砂、○岡田崇

	【撤収】
	おまつり委員会メンバー全員


◎は班長、〇は新入会員班長

7． 事業内容（目的達成のための手法説明）

(1)実施内容

【長岡JC神輿渡御】

～神輿渡御～
安全に神輿を担いでいただくために、以下の事を事前にメンバーの方に把握していただきます。
・一般市民の方で興奮し迷惑をかける参加者には退場していただきます。
・神輿と沿道の見物客や神輿団体との間隔を明白にし、委員会メンバー、仕切り人に渡御ルートと停止位置を周知徹底致します。
・JCメンバーをバランス良く配置し、一般参加者と共に担ぐにあたって神輿運行時の安定を図ります。
・神輿備品の管理体制を整え、欠品・破損・劣化品等の対策処置を事前に行い、神輿組立での安全対策を図ります。
・筒先人の方にも協力いただき、特に新入会員を対象にところてん方式の講習を行い、一般参加者への誘導、指導が確実に行える体制を整え、スムーズなところてん方式ができるようにします。
・渡御中は、アルコール類の振舞いは致しません。
・長岡神輿協議会にて打ち合わせの段階から参画し、他団体と綿密に打ち合わせを行いスムーズな神輿運行をします。
・休憩時間に提供する飲み物等の空き缶、吸い殻等は委員会メンバーが責任を持ち回収、管理致します。
【その他準備内容等】
～事前準備～

①長岡JC神輿の組立
前日の会場組立の為、アオーレ長岡との綿密な打合せを行いスムーズな組立作業を行います。

②筒先人練習
・長岡JC神輿渡御に関しての基本役割、再確認作業

・長岡JC神輿の動きに対しての運行調整（笛を用いての運行やテンポの調整）

・予測される危険な動きに対する対応

・一般参加者への対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【一般参加者受付】
・参加費を徴収し半纏、帯、スケジュール表を参加者に配布します。
・着替え後、荷物をお預かりし、間違いがないよう管理を徹底します。
※半纏管理方法と目的
・参加者には、スケジュール表に沿って行動していただけるようアナウンスを適宜いれます。
～渡御前アンケート～

・一般参加者には、今後の参加推進検証の為、参加理由等の簡単なアンケート調査を実施します。
【長岡JC神輿渡御等の説明】
・アリーナ内で安全看板を用いての注意点、安全対策について説明します。

・参加者には、戦災復興祭が起源であることを説明した後、慰霊と復興の想いを持って黙祷致します。※長岡まつりの起源
・説明したことを踏まえ、実際に長岡JC神輿を使い練習を行います。
・仕切り人の指示に従う事、担ぎ方、ところてん方式について練習致します。

～全体写真～
・渡御練習後、参加者全員で長岡JC神輿をバックに記念撮影を行います。
【長岡JC神輿渡御終了後】
～直会～

・通常の直会ではでは無く、長岡JC神輿渡御に参加いただいた方全員と労をねぎらい感謝を伝える場とし直会を致します。
～荷物返却～
・混雑対策、返却ミスが起こらないように管理を致します。

・貸出した半纏（ナンバリング）、帯の回収を確実に行い、紛失がないよう管理を　　
　徹底します。
※半纏管理方法と目的
～渡御後アンケート～

・渡御の感想等をアンケート集計いたします。

～小冊子配布～

・長岡まつりの起源と協賛企業名が記載された小冊子を配布いたします。
※一般参加者用小冊子
～参加者への御礼～

・参加者全員に感謝の気持を込め、御礼状（葉書）を郵送致します。
【長岡JC神輿の撤収作業】
・翌、2日の神輿撤収作業を円滑に行う為に会場側、搬出業者側との綿密な打合せを行います。
【一般参加者用半纏新調】
　・一般参加者の方々に「長岡青年会議所」と名の入った半纏を着て、長岡JC神輿を共に担いでいただくことで勇壮な一体感が生まれ、神輿渡御を観ている市民をも魅了できることが期待でき、未来の参加者に繋げられると考えます。
　　※米百俵神輿の歴史
（2）当日までのスケジュール
2月下旬　　事業計画立ち上げ

3月下旬　　神輿備品一斉調査
4月中旬　　半纏（新入会員用）集計・発注

　　　　　　神輿組立場所確認(アオーレ長岡)
4月24日　 前夜祭部会
5月中旬　　長岡神輿協議会に神輿の待機場所の上申書を提出予定
神輿に関わる道具・部材・半纏の確認作業
5月20日　 一般参加者用半纏発注
6月2日　　第2回前夜祭部会
6月9日　　新入会員出向（出向式）
一般参加者呼び掛け準備
2014年度会場打ち合わせ
中旬　　長岡まつり協議会・長岡神輿協議会との打ち合わせ
PR活動開始（他LOMメンバー、一般市民、各種専門学校、各大学）
メンバー担ぎ手募集活動開始
一般参加者の募集活動開始

備品点検整備完了長岡神輿協議会　ルート打ち合わせ
下旬　　提灯・各種備品発注
７月上旬　　長岡神輿協議会　渡御ルート決定
７月中旬　　一般参加者担ぎ手、出欠取り纏め
長岡神輿協議会最終打合わせ　
メンバー担ぎ練習
７月下旬　　備品等最終確認
神輿組み立て（アオーレ長岡内）
筒先人練習
7月30日    8：30　関原車庫集合
1）備品確認
2）神輿部材積込み
　　　７月31日　 13：00　神輿搬入、組立

　　　　　　　　　18：00　作業終了
8月1日　　事業当日
8月2日　　神輿解体、撤収作業　後片付け
（3）当日のタイムテーブル
8月1日（金曜日）
　　　　15：00　   委員会メンバー　アオーレ集合　予定
　　　　　　　　　　最終確認
16：00　神輿を待機場所へ移動　　　　　　　　
※場所・時間は各協議会等、行政に確認、打ち合わせが必要
　　　　17：00　長岡JCメンバー受付開始
　　　　17：10　ご卒業生写真撮影（卒業生23名　1名約3分。計69分）
18：00　一般参加者受付開始
18：30　渡御説明（20分）
　　　　19：20　全体写真撮影
　　　　19：45　渡御指導、練習（30分）
　　　　20：30　開会セレモニー(趣旨説明)・神事
　　　　20：40　渡御準備
　　　　20：49　黙とう
20：50　渡御開始　※時間及びルートは神輿協議会との打ち合わせが必要
　　　　22：00　全体三本締め

　　　　　　　　神輿搬出
　　　　22：15　一般参加者半纏回収・小冊子配布・直会
22：35　設営場所清掃
22：55　終礼

23：00　アリーナ完全撤収

８．参考例からの引継事項

（1）2013年おまつり委員会　13宵宮事業引継ぎ事項

1 当日の役割（渡御前、渡御中、渡御後）のリハーサル、講習会を開き各自の内容及び周りの内容を把握する必要があると考えます。
2 灯籠委員会との摺合せ。お互いの委員会メンバー以外のメンバーのスケジュールを立て、極力両方のセレモニーに対応できるようにする必要があると考えます。

3 一般参加者の受付から解散までの流れを全員が把握する必要があると考えます。

4 当日までの神輿組立、置き場、練習の場を確保する必要があると考えます。

5 半纏の返し方を検討する必要があると考えます。（担ぎ手の女性への配慮が必要です。）

6 長岡神輿協議会と神輿の撤収方法を細部まで打合せをする必要があると考えます。

7 渡御前の一般参加者とのリハーサル時に重要である声の掛け合い、リズムについての時間を多くとり疑似棒を使用し、本番の流れを渡御に関わる方々と練習することで、より安定感のある渡御になると考えます。

8 おまつり委員会メンバー、新入会員は、8月1日までの他所の神輿渡御を見て触れることで、当日のコントロール方法を学ぶ必要があると考えます。そのためには、多くのメンバーで参加することが必要と考えます。

⑨ 長岡JC神輿渡御の記録DVDにて当日の雰囲気を見ながら各役目を勉強する必要があると考えます。

⑩ フェイスブックでの告知を利用する場合、効率のよい使用方法を勉強し、細かなアップをすることにより見る人を増やすことに繋がると考えます。

９．本年の工夫と期待される効果

1 メンバー全体を対象にした渡御説明会及び渡御練習を開催し、周知徹底を図ります。
2 双方の集合時間開始時間等の摺合せを行い可能な限り両方の事業に参加していただけるよう検討します。

3 おまつり委員会メンバーだけでなく他委員会のメンバーに対しても当日スケジュール表を配信して当日の流れを把握していただきます。
4 アオーレ長岡にて事業前日に組み立て事業翌日に解体が行えるように交渉します。また事前に渡御練習が出来るよう早期に会場を確保します。

5 荷物の返却を袢纏と引き換えではなく荷物を先に渡すように致します。また女性参加者に配慮しパーテーションで仕切った更衣室を用意します。
6 神輿の搬入搬出時にトラブルが起きないよう長岡神輿協議会との入念な打つ合わせを行います。

7 当日の一般参加者とのリハーサルの際、疑似棒を利用してリズムの取り方や掛け声の掛け合いの練習時間を多く行います。
8 宵宮当日までに新入会員を含む多くのメンバーで他の神輿に参加してもらい神輿渡御を学んでいただきます。

9 渡御の記録映像を利用して当日の各役割のイメージをつかんでいただきます。

10 昨年、参加いただいた一般参加者にはがきにて今年の宵宮渡御の案内と参加申し込みを実施します。

11 ルートの複案を各団体と協議することで、臨機応変な対応ができます。

12 一般参加者への当日スケジュール（担ぎ練習・神事・直会）は受付時、スケジュール表を渡し確認していただきます。

13 参加者全員に感謝の気持ちを込め、御礼状（葉書）を送ることでリピーターに繋がることが期待できます。
14 一般参加者に対しフェイスブックから呼びかけをし、参加に繋げます。

15 多くの市民の皆様と安全で楽しく活気あふれる神輿渡御を行い、郷土長岡を盛り上げ元気な長岡を発信致します。
16 改めて長岡まつりの起源が戦災復興祭であることを発信し、慰霊と復興の想いを持って渡御していただくことで、誇りある長岡まつりを未来へ繋げることが期待できます。
※一般参加者用冊子
17 一般参加者用半纏（米百俵）を長岡JC半纏に新調し、担ぎ手の皆様と一心となり、再び担ぎたくなる魅せる長岡JC神輿渡御が行えます。
※担ぎ手用長岡JC半纏サンプル1
　　　※担ぎ手用長岡JC半纏サンプル2
　　　※担ぎ手用長岡JC半纏サンプル3
　　　※長岡青年会議所半纏新調について
　⑱　アンケート調査を行う事で、今後の参加推進方法についての検討材料になります。
１０．公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

（1）公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容：    地域社会の健全な発展を目的とする事業   
理由　　　 ：    神輿渡御を通じて、多くの市民と共に長岡まつりを盛り上げることが
地域の発展に貢献すると考えられる為
（2）上記の目的を実現するために事業実施において注力する点

市民の方が安心して楽しく参加できるよう安全面に重視し、活気ある神輿渡御を行います。
（3）判断理由

①  事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由

②  事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理由

（3）判断理由
①　事業の参加者が不特定多数であると判断できる理由

②　参加者を18歳以上とし、広く一般に担ぎ手を募っている為
１１．依頼事項

(1）対内対象者向け

①　神輿運行前（一般参加者への振舞い・御卒業生写真撮影）の御協力のお願い

②　神輿運行時（筒先人・補佐・担ぎ手）の御協力のお願い

③　一般参加者担ぎ手募集のお願い

（2）対外対象者向け

①　担ぎ手募集のお願い

１２．審議のポイント

①　長岡JC神輿事前組立について（場所、搬出入ルート）
②　一般参加者用の半纏新調に際しての企業協賛金募集について
１３．予算総額

（1）  金3,037,400円
（2）　14宵宮収支予算書




【審議対象資料一覧】

(1)審議対象資料

1 14担ぎ手の注意事項
2 14長岡JC神輿参加申込書
3 長岡JC神輿ポスター案
4 当日スケジュール表
5 14宵宮収支予算書
6 担ぎ手用長岡JC半纏サンプル1　半纏サンプル2　半纏サンプル3
7 14メンバー案内文
8 14ご協賛のお願い(企業用)
9 14宵宮当日アンケート
10 長岡青年会議所半纏新調について(一般参加者用)
11 14運行配置図案
12 一般参加者用冊子
　

 (2)参考資料
①　14ところてん方式図
　②　14宵宮緊急対応チャート
　③　14宵宮備品リスト
④  14設営安全対策マニュアル
⑤  14馬マニュアル
⑥  安全看板
⑦  一般参加者受付流れ
9 長岡まつりの起源
10 半纏管理方法と目的
11 14宵宮事業新入会員出向後役割分担
12 米百俵神輿の歴史


上程スケジュール
第　6回おまつり委員会　　　　　 平成26年3月  8日

第　7回おまつり委員会　　　　　 平成26年3月 21日
第 17回スタッフ会議　　　 　　　平成26年3月26日

第　8回おまつり委員会　　　　　 平成26年4月  4日
第 18回 スタッフ会議　　　　　　平成26年4月16日
第 10回おまつり委員会　　　　　 平成26年4月25日

第 19回 スタッフ会議　　　 　　 平成26年4月30日

第 11回おまつり委員会 　　 　　 平成26年5月  8日


今後の上程スケジュール
第20回 スタッフ会議　　　 　　　平成26年5月10日



事業実施後の上程スケジュール

第　回おまつり委員会

平成26年　月　日

第　回スタッフ会議
　　　　平成26年　月　日



【前回までの流れ(意見と対応)】
第17回スタッフ会議　　　平成26年3月26日
Ｑ：事業目的の対外に背景でなぜ戦後復興祭の問題意識が取り入れてないのか。
Ａ：長岡まつりを開催した意味を市民の方に知っていただき、その思いを知ったうえで渡御致します。
Ｏ：理解しました。その問題を背景に書いた方が良いと思います。

Ａ：追記致しました。
Ｑ：具体的な伝え方を聞かせて下さい。

Ａ：長岡JCメンバーは長岡まつりの起源を知る機会がありますが、市民の皆様の大半は知る機会がないと思われます。設立趣意書を元に長岡まつりの起源を渡御前に市民の皆様に伝える必要があると考えます。

Ｏ：担ぎ手の皆様は神輿が好きな方や誘われて来られる方が多いと思われます。当日の会場で伝えるのは難しいのではないでしょうか。委員会内で検討して下さい。

Ａ：アオーレ長岡アリーナ内、受付会場で予定しております。説明の時間を設けハンドマイクを用いて説明いたします。
Ｑ：昨年はリピーター率向上の為にカレンダーの配布をしましたが今年もカレンダーを配布しますか。
Ａ：今年はカレンダーの配布はいたしません。昨年度の参加者の方にハガキにて案内と募集をいたします。また本年度は渡御前、後にアンケート調査を行いリピーター率向上に向け検証を行います。
Ｏ：例年市民の参加者は変わってない様に思われます。昨年の参加された市民の皆様から新たな参加者の募集をお願いするなどの対策を検討して下さい。

Ａ：案内ハガキにてその旨を昨年の参加者にお伝え、新たな参加者の募集をお願いいたします。

Ｑ：今年の長岡まつりでのテーマは決まっていますか。
Ａ：現段階では決まっていません。4月24日に前夜祭部会が行われます。そこで確認できれば反映いたします。
Ｑ：例年の柿川灯籠流しのセレモニーでは担ぎ手の皆様は参加されていられるのでしょうか。
Ａ：基本的に担ぎ手の皆様は柿川灯籠流しのセレモニーには参加しておりません。参加したい方は各自の判断に任せております。

Ｏ：市民の方が柿川灯籠流しのセレモニーを観ていただく事が伝える一番の手法かと思います。

Ａ：柿川灯籠流しのセレモニーの会場に半纏を着た200名以上の集団が参加するのも違和感があると思います。委員会内で議論した結果、渡御前に戦災復興祭の起源を市民の皆様に説明しその後、黙祷していただきます。

Ｏ：去年駒形十吉氏の挨拶文をみて長岡まつりに改めて誇りを感じました。「市民自らが長岡まつりを盛り上げる。」それをもって慰霊と駒形十吉氏は語っております。その本質を間違わないでください。
Ｏ：長岡まつりを盛り上げる為の手法の一つが神輿であると思います。慰霊の想いを持って参加される市民は少ないと感じます。背景、目的を今一度再考して下さい。
Ａ：長岡まつりの意義を伝えることを追記しました。
Ｑ：14長岡JC神輿渡御が掲げる思いは何ですか。
Ａ：長岡JCメンバーと市民の皆様が一つの心、「一心」となり、魅せる神輿渡御を行います。

Ｑ：高校生の参加は出来ますか。
Ａ：渡御終了時間が22:00を過ぎる為、高校生の参加は難しいと考えます。
Ｑ：市民用半纏の新調を5年計画で行うのはLOMの負担も大きいと思います。一般参加者の受付に半纏募金箱等設置するなど、また一般参加者の方から参加費を多めにいただくなどアイデアを出して下さい。

Ａ：物事を変えて行くには費用もかかってきます。一般参加者より参加費は500円いただいておりますがその負担を多くするのは出来るだけ避けたいと考えます。
Ｑ：半纏の素材は長岡JCメンバーと同じですか。

Ａ：現在の一般参加者用の生地と同等です。サンプルをご確認下さい。
Ｑ：半纏の購入に現役メンバーより協賛金をいただく経緯をお聞かせ下さい。

Ａ：5年計画で新調して行くなかLOMよりいただく予算だけでは難しいと考えられます。長岡JCメンバーの皆様より協賛金をいただき負担を少しでも軽減させたいと考えます。

Ｑ：協賛金が予想以上に集まった場合はその分多く作るのですか。目標金額に達したら協賛は打ち切るのですか。

Ａ：協賛金が多く集まればその分購入をしたいと考えます。目標金額に達しても打ち切らず行います。
Ｏ：次年度に予算を繰り越し出来ませんので購入していただきたいと思います。

Ａ：承知いたしました。

Ｑ：市民の方が新調した半纏を着ると長岡JCメンバーと勘違いされませんか。また渡御時以外で身勝手な行動をとった場合どの様に対処するか委員会内で議論して下さい。

Ａ：長岡JC神輿を担ぐ事から同じ気持ちの同じ団体と考えます。身勝手な方は委員会メンバーが責任をもって対応致します。
Ｑ：審議対象資料にメンバー向け案内文、協賛金のお願い文の添付をしてください。

Ａ：添付いたします。

Ｑ：筒先人の教育で昨年と違うところをお聞かせ下さい・

Ａ：本年度は筒先人の徹底教育とメンバーとの同時練習を考えて下ります。
Ｑ：半纏を新調する理由をお聞かせ下さい。

Ａ：長岡JCの神輿を担ぐのであれば長岡JCの半纏を着るのが当然だと考えます。現在の（米百俵）の半纏も汚れや痛みが進み新調を考える時期に来ております。今後更なる使用困難を考えるなか温故知新の想いを持ち徐々に痛みが激しい物から5年計画で新調して行く必要があります。

第18回スタッフ会議　　　平成26年4月16日

○：背景をみると、長岡JCがやるべきことに感じられ市民が長岡JC神輿に参加することでどうなるかが読み取れないので再考してください。

Ａ：38年間おまつり委員会が繋がっています。改めて故きを知り、発信し続けていくことが大切と考え、長岡まつりの意義を伝える一文を追記しました。
Ｑ：対外目的にある市民の皆様とは長岡市民限定ですか。

Ａ：長岡市民限定ではありません。市民とは長岡市民だけを限定して指すのではなく、多くの一般参加者を市民と捉えます。
Ｑ ：委員長が考える誰もがもう一度担ぎたくなる魅せる長岡JC神輿渡御とはどのように考えますか。

Ａ：魅せる渡御を行うためには、一般参加者用の半纏を新調します。半纏を新調することで心と体を一つにでき、長岡JC神輿を確固たるものとすることで誰もがもう一度担ぎたくなる魅せる長岡JC神輿渡御ができます。
○：その結果参加者の方がどうなってほしいのか、盛り上げて終わりではなくその先を考えたほうが良いと思います。

Ａ：渡御前に長岡まつりの起源が復興祭であること伝え、長岡市民にとって8月1日の意義を発信できる市民が増えることがねらいでもあります。
Ｑ：長岡JCメンバーと一般参加者を巻きこみ、どのような工夫で愛郷心を伝えますか。

Ａ：長岡まつりの起源を説明することで長岡まつり発足時の先人の復興に対する想いを知っていただきたいと思います。一番伝えたいのはなぜ8月1日に神輿渡御をするのか。想いを知ったうえで事業に参加してもらい、自分たちの住み暮す長岡を好きになっていただきたいと考えます。

○：愛郷心を深めるのであればもう一工夫欲しい。

Ａ：ただ長岡まつりの史実を伝えるのではなく我々メンバー自身が想いも伝えられるように参画したいと考えます。

Ｑ：ここでの直会の対象者は、長岡JC神輿に参加した一般参加者とJCメンバーということですか。
Ａ：一般参加者のみが対象です。JCメンバーとは、宵宮事業終了後に別会場を設けてあります。
Ｑ：対外目的に慰霊と復興の想いを持って一心とありますが、慰霊と復興の想いで一心となるのですか。

Ａ：一般参加者の方に長岡まつりの起源が戦災復興祭であることを伝え、本質を知っていただくことで、担ぎ手として神輿を純粋に楽しむだけではなく先人の想いを少しでも感じ気づきを得てもらうことで一心になれると考えます。

Ｑ：市民とメンバーが一心となってから渡御をはじめるのですか。

Ａ：一心となり神輿渡御の担ぎ出しをします。渡御終了時には一体感、達成感を感じより一層参加者が一心になれると考えます。

Ｑ：参加推進方法について何か決まっているものがあれば教えてほしい。

Ａ：まだ決定ではありませんが各情報誌報道機関等にも報道していただけるよう進めていきます。

○：対外に出るものであれば審議対象資料に入れてください。

Ａ：決定次第審議対象資料に入れて報告いたします。

○：添付資料で筒先人の人数が足りていないと思いますので精査してください。
Ａ：筒先人を依頼するメンバーを選定し、表記しました。
Ｑ：実施内容で、神輿を安全に担ぐ為の練習はいつ行いますか。

Ａ：7月下旬頃を予定しています。また、7月中旬頃を目途に公開委員会にて渡御説明会を行います。

○：渡御練習に関して全メンバー一同に周知徹底していただきたいと思います。

Ｑ：前回のスタッフ会議で背景の戦災復興祭に対する問題意識を追記するというアンサーで、追記が成されていないので追記の必要があると思います。

Ａ：委員会内で討論をした結果、誇りあるという背景の一文に戦災復興祭の問題意識を含んでいるという結論に達し、問題意識とした文言ではなく誇りという一文で追記いたしました。

Ｑ：特別会員の方にどのような形で協賛金をお願いするのですか？

Ａ：特別会員の方だけではなく、企業協賛もお願いしたいと考えています。メンバーの方も企業の代表として入会されているわけでありますので、協賛金の案内文と主旨を直接お伝えして協賛をお願いしたいと思います。

○：協賛金のお願い案内文で、返信欄に一口千円と記載されていますが、一口五千円に修正してください。

Ａ：修正いたしました。

○：協賛金に賛同された企業名、個人名をご芳名披露するのであれば、その旨も協賛金のお願い案内文に記載してください。

Ａ：案内文を精査し、追記いたしました。
Ｑ：米百俵半纏の調査はしましたか。
Ａ：歴代の方に話を聞きました。正確ではありませんが27～28年前に作製し使用することとなり、現在に受け継がれてきています。
Ｑ：一般参加者の半纏が変わることで、メンバーや一般参加者にどのような影響を与えますか。

Ａ：メンバーは新調した長岡青年会議所半纏を着ている一般参加者に対し責任を持ち模範となるべき行動をより意識すると考えます。青年会議所の名が入った半纏を身に纏い魅せる渡御でブランド化を図ることで、今後の参加者募集に良い影響を与えると考えます。

Ｑ：200万円の価値をどう考えていますか。
Ａ：長岡青年会議所がおまつり事業をこれからも永きに亘り継続し、長岡まつりに参画し続けていくことを確信していますので200万円の価値は十分にあると考えます。
Ｑ：これまでの歴代おまつり委員会で半纏を新調するといった議論はありましたか。
Ａ：優先順位として安全性が最優先事項であった為、計画に挙がった経緯はありません。

○：長岡JCがこの事業をやる為の背景に思えます。一般参加者に対する目的が薄いように感じられるので再考願います。

Ａ：長岡まつりの起源を伝える一文を追記いたしました。
Ｏ：アオーレビジョンを活用した募集方法を検討してください。

Ａ：アオーレ長岡と交渉してみます。
Ｑ：市民総参加でいう宵宮事業の位置付けを教えてください。

Ａ：8月1日長岡まつりに宵宮事業への一般参加者、そして前夜祭を観にきているすべての人たちが盛大に盛り上がることが郷土長岡の活性に繋がると考えます。
○：前回スタッフ会議で駒形十吉氏は慰霊の気持ちをもって長岡まつりを盛り上げることが慰霊に繋がるという話をし、納得されましたが、慰霊という部分が前面に出ているように感じます。おまつり委員会としてどのように考えますか。

Ａ：慰霊があって復興があると思います。おまつり委員会として最大の担いは復興への感謝を神輿渡御という手法で市民の皆様と共に郷土長岡を活性させたいと考えます。
○：審議対象資料で、半纏サンプル案が3点ありますが、おまつり委員会としてどれを選びたいと考えていますか。
Ａ：デザインを選定するにあたり、スタッフの皆様の意見を聞きたいと思いサンプル案を添付させていただきました。おまつり委員会としては、メンバーと識別が容易にでき、夜間でも目立つ色合いが望ましいと考えております。
○：協賛金を募るのであれば案内文の内容を精査してください。

Ａ：案内文を精査しました。
第19回スタッフ会議　　　平成26年4月30日

○：協賛された方にお配りする手拭い等費用の捻出はどの様になっているのか予算書の内訳と見積りをとって対応してください。

Ａ：手拭を協賛の御礼の品とし、お配りする予定でしたが仮見積りの段階で金額面を考慮した結果、小冊子に協賛企業名を掲載する対応に変更しました。
○：小冊子アイデアは良いが審議対象資料に入れて下さい。内容をしっかりと精査した方が良いと思います。

○：長岡まつりの起源を掲載するのであれば、もう少し詳しく明確に掲載してはいかがですか。
Ａ：小冊子には復興祭の起源も記載しますが、注力したいのは、協賛していただいた企業名を掲載したいと考えます。起源に関しては、渡御前でも説明いたします。

○：協賛企業の方に半纏を新調した経緯をしっかり伝えた方が良いと思います。

Ａ：協賛企業の方には別に協賛のお願いをお渡しします。協賛のお願いの中に経緯も記載します。
Ｑ：今年も登録料の500円がかかるのはなぜでしょうか。
Ａ：一般参加者の方と共に長岡まつりを盛り上げているという意識を持っていただくことと、お金を払ってでも担ぎたいという宵宮事業にしたいと考えます。
Ｑ：対内目的で宵宮事業を未来へ繋げていくという目的に違和感があります。漠然としているように思えますので具体的な書き方にしてはいかがでしょうか。
Ａ：宵宮事業を通して地域の活性、発展に繋がることが目的であります。文言を修正しました。 

Ｑ：なぜ、長岡JCが神輿という手法を使って参画しているのでしょうか。
Ａ：市民総参加型の事業と捉え、担ぎ手だけでなく観覧者に対しても一心になり一体感や活気を伝えられて長岡まつりを盛り上げられる最良の手法だと考えます。
Ｑ：半纏の新調案以外に案があればお聞かせください。

Ａ：諸先輩方の使用していた半纏を協賛していただき、仕立て直しをする案や襟を取り換える案もでました。やはり思いでの詰まったものを加工したりすることに抵抗もあり、必要枚数を確保できることが困難と考え、新調させていただきたいと思います。
Ｑ：対外目的の「一般参加者」とは一般市民のことですか

Ａ：前回のスタッフでいただいた参加者来場者は「市民だけではない」というところから一般参加者と表記させていただきました。
Ｑ：予算では、260名分の新調とあり、協賛では、230着とあります。30着の差異があると思いますが理由を教えてください。
Ａ：230着分は協賛金で補い、残りの30着は事業費を使わせていただきます。
Ｑ：筒先人練習で7月下旬となっていますが委員会メンバーが筒先人に対してどのように練習を行うのですか。
Ａ：本年は、事前に神輿組立を行うことができないことから口頭や付図などで指導しようと公開委員会を考えていましたが、井桁のみ等で練習できるようにしました。
○：神輿のコントロールは小さいものができないのに、大きいものをコントロールできるわけがありません。大小は気にせず実際に渡御練習をしてください。その際は、屋外では行わず、他者に迷惑がかからないよう屋内で行ってください。
Ｑ：なぜ一般参加者用の半纏を新調するのですか。
Ａ：長岡JCと米百俵神輿会2団体が同じ「米百俵半纏」を共有している事実があります。過去の背景からすれば米百俵神輿会が正当であり、同じ半纏を共有していることで生まれるトラブル等も実際に起こっています。半纏を識別し、長岡JCも一団体として「長岡JC神輿」を確立する時期にきていると考えます。
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